
 

 

 

 

 

登 録 番 号 １５ 

登 録 日 平成２０年 9 月１日 

名 称 株式会社 南日本新聞社 

代表者職名・氏名 代表取締役社長 佐潟 隆一 

所 在 地 〒８９０－８６０３ 

鹿児島市与次郎一丁目９番３３号 

電 話 ０９９－８１３－５０２３ 

ﾎｰﾑﾍﾟ ｰ ｼ ﾞ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ https://373news.com 

業 種 情報通信業 

業 務 概 要 日刊新聞「南日本新聞」の発行とそれに関する事業 

行 動 計 画 期 間 令和３年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

行 動 計 画 の 

主 な 内 容 
目標 1）期間内に社員全員の所定外労働時間の年間合計を 32,500 時間未満

に削減する。 

＜対策＞ 

2021 年４月１日～  

 ・職制による残業指示の徹底を図る。 

 ・毎週水曜日に設定している「ノー残業デー」の徹底を図る。 

 ・年次的な数値目標の目安は次の通りとする。 

① 2022 年 3 月までに 33,500 時間未満 

② 2023 年 3 月までに 33,000 時間未満 

③ 2024 年 3 月までに 32,500 時間未満 

目標２）産前産後休業や育児休業，育児休業給付，育児休業中の社会保険料

免除などの制度の周知や情報提供を行う。 

＜対策＞ 

2021 年４月１日～ 

 ・法改正を踏まえて育児休業制度のリーフレットを更新し，社内 LAN 上の 

グループウェア掲示板にアップロードする。希望者には随時説明の場を設け 

る。 

 2022 年４月１日～ 

・配偶者が出産し育児休業を取得した社員の声を入れたリーフレットを作成

し，配偶者が妊娠，出産した社員に配布する。 

目標３）子の看護のための休暇制度の周知，利用促進をはかる。 

＜対策＞ 

 2021 年４月１日～ 

・2021 年１月１日の法改正を受け改定した就業規則の内容も含め社内 LAN

上のグループウェア掲示板などを使い周知，利用促進をはかる。 

 

目標４）育児休業中の社員と定期的に情報交換を行う。 
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こんな両立支援に 

取り組んでいます 

■育児休業 

子が１歳６ヵ月に達するまで、もしくは子が１歳に達したあと最初に到来す

る３月末日まで育児休業を認めています。また，子が 1 歳６ヵ月に達した時

点で法の要件を満たした場合，子が２歳に達した日まで認めています。 

■子の看護休暇制度 

法で定める「子の看護休暇」を有給休暇としています。 

■配偶者出産時の休暇 

配偶者の出産（子供の出生）に合わせて５日以内の有給休暇を取得できる制

度を設けています。 

■ノー残業デー 

毎週水曜日を「ノー残業デー」に設定し、ワークライフバランスの向上に取

り組んでいます。 


